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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

自己免疫疾患に関する IL-6 のシグナル伝達の研究から、亜鉛をシグナル伝達分子として

捉えようとする研究に発展した。確実に論文も発表されており、期待通りの進展があった。

挑戦的なテーマに対する意気込み、姿勢は高く評価する。免疫学のみならず、生物学全般に

影響を及ぼす可能性のある研究であり、亜鉛がシグナル伝達分子として確立されるよう、更

なる解析を進めることを期待する。 

 

 


